
天

台

常
行

三
昧

と
浄

土
教

思

想

に

つ
い

て

(
特

に

日
本

天

台

を
中

心

と
し

て
)

土

屋

正

信

日
本
天
台
は
中
国
天
台
を
流
伝
し
た
も
の
で
あ
る
が
全
く
趣
き

昂
同

じ
く
し
た
も

の
で
な
か

つ
た
。
即
ち
中
国
天
台
は
法
華
円
教

の
み

に
立
脚
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
日
本
天
台
は
円
密
禅
戒
と

い
う
四
宗
兼
学
の
宗
風
を
樹
立
し
た
所

に
異
に
す
る
も
の
で
あ
り

従
つ
て
四
宗
兼
学

の
融
合
は
叡
山
仏
教

の
根
本
的
立
場
で
あ
り
、

天
台
法
華
に
於

い
て

一
乗
開
会
を
特
色
と
し
、
三
乗

即

一
乗
と
談

じ
た
も

の
を
根
本
と
し
て
四
宗
融
合

の
譌
和
を
計
る

一
大
綜
合
仏

教

の
樹
立
を
志
す
も
の
で
あ

つ
た
。
即
ち
守
瀧
国
界
章
上
の
上

(

伝
教
大
師
全
集

一
巻

二
二
頁

)
に

レ

ト

ハ

ノ

ナ

リ

ト
ハ

夫

於

一
仏

乗

者

。

根

本

法

華

教

。

分

別

説

三

者

。

ノ

ナ
リ

ト

ハ

ノ

ナ

リ

隠

密

法

華

教

。

唯

一
仏

乗

者

。

顕

説

法

華

教

。

妙
ニ

シ

ニ

法

華

之

外

。

更

無

二
一
句

,経

。

唯

一
乗

之

外

。

更

無

二

一

餘

乗
一。

と
い
わ
れ

て
以
来
こ
の
思
想
が
終
始
叡
山
仏
教
を
基
調
と
し
て
、

叡
山
に
於
け
る
浄
土
教

の
興
起
を
促
す
機

運
と
成
る
こ
と
と
推
測

す
る
。

か
か
る
宗
風

の
中
に
於
て
浄
土
教
思
想

に
.直
因
を
投
入
し
た
と

思
え
る
常
行
三
昧
を
窺
う
こ
と
に
す
る
。

常
行
三
眛

の
伝
播
は
伝
教
大
師
が
中
国

天
台
よ
り
継

い
だ
も
の

で
あ
り
、
般
舟
三
昧
経
に
依

る
実
践
法

で
あ

つ
て
、
叡
山
に
天
台

宗
を
開
宗
す
る
や

一
宗
の
実
践
行
法
と

し
て
、
山
冢
学
生
式

(
伝

教
大
裲
全
集

一
巻
四

一
頁

)
に
於
い
て
止
観
、
遮
那
の
こ
業
を
規

定
し
修
習

せ
し
め
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
止
観
黨
は
法
華
円
教
を
中

心
に
摩
詞
止
観
を
、
遮
那
業
は
密
教
を
中
心

に
大
日
経
、
金
、剛
頂

経
、
蘇
悉
地
経
は
、
所
以
円
密

一
致

の
信
条
を
実
践
行
法
と
し
て

取
り
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。
従

つ
て
止
観
業
を
主
眼
と
す
る
の
で

あ
つ
て
、
最

澄
が
重
視
し
た
と
思
え
る

の
は
止
観

(
大
正
大
蔵
経

四
六
巻
摩
詞
止
観
十
西
頁
)
に
天
台
師
所
著
と
い
う
法
華
三
昧

の

行
法

で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
続

い

て
慈
覚
大
師
は
入
唐
し
て

五
台
山
の
念
仏
三
昧
法
を
伝
え
、
常
行
三
昧
堂
を
建
立
し
浄
土
教

の
宣
揚
に
努
め
、

こ
れ
は
法
照
禅
師

の
浄

土
教

で
あ
り
山
門
堂
舎

記

(
群
書
類
従
第
二
四
輯
釈
家
部
四
七
二
頁

)
の
慈
覚
大
師
伝

の

所
で
、
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侈
二五

台

山

念

仏

三

眛

之

法

[。

伝
二授

諸

第

子

等
哺。

始

修
一鳶

行

三

昧
闇。

と
あ

る
如
く
、
最
澄
と
円
仁
の
浄
土
教
思
想
を
比
較
す
る
と
、
円

仁
の
移
植
し
た
法
照
流
の
念
仏
法
は
、
最
澄
が
伝
え
た
常
行
三
昧

と
は
全
く
同
じ
で
は
な
く
、
そ
れ
が
常
行
三
,昧
に
変
わ
る
も
の
と

し
て
定
立
さ
れ
た

こ
と
は
疑
う
余
地
が
な
い
。
法
照
流

の
念
仏
法

に
つ
い
て
は
望
月
信
亨
氏

の
著

「
.伊
土
教

の
研
究
」

(
五
九
七
頁
〉

に
詳

略
し

て
あ
る
の
で
こ
こ
で
は
除
く
。
従

つ
て
引
声
念
仏
の
基

と
な

り
不
断
念
仏
が
盛
行
を
極
め
て
行
く
訳
で
あ
り
、
止
観
の
常

行

三
昧
と
五
台
山
念
仏
三
昧
と
の
性
質
は

一
心
三
観
成
就

の
為
の

念
仏

で
あ
り
、
後
者
は
阿
弥
陀
の

一
経
を
中
心
と
し
て
そ
れ
が
誦

経
行

道
と
口
称

念
仏
と
に
よ
り
往
生
浄
土
を
願
求
す
る
も

の
と
思

え
る
。
従

つ
て
こ
め
五
台
山
法
照
流
念
仏
の
移
植
は
日
本
に
於
け

る
天
台
的
浄
土
教
興
起
の
直
因
と
云
え
よ
う
。

次

ぎ
に
常
行
三
昧
が
四
蒲
三
二
昧
の
中
で
浄
土
教
思
想
が
最
も
濃

岸
と

い
う

べ
き
所
以
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
常
行
三
昧
は

基
は
般
舟
三
昧
経
に
依
る
実
践
法
で
あ

つ
て
、
九
十
日
間
げ

に
常

に
弥

陀
仏
名
を
唱
し
、
歩
々
声
々
念

々
唯
阿
弥
陀
仏
に
在

つ
て
休

息
す

る
こ
と
が
な
い
」

こ
と
に
ょ

つ
て
止

現
を
成
就
す
る
口
称
念

仏
行
で
あ
り
、
般
舟
三
昧
経
に
煩
似

し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
所

は

行
品
第

二

(
大
正
大
蔵
経

一
三
巻
九
〇
五
頁

〉
に
記
載
さ
れ

て
あ

り
、
又
摩
訶

止
観
巻

二
上

(
大
正
大
蔵
経
四
六
巻

=
二
頁
)
に
於

い
て
常
行
三
.昧
の
重
要
点
を
明
確
に
し
て
い
る
。
即
ち

常

行
二三

妹

Q

於
諸

功

徳
一最

為
一第

7
。

此

三

昧

是

諸

仏

母

。

仏

眼

仏

父

無

生

大

悲

母

。

一
切

諸

如

来

従
二

是

二

法

生

。

一

か
く
.の
如
く
四
種

三
昧
の
中
心
を
成
す
も

の
と
推
測
さ
れ
る
。
従

つ
て
弥
陀
念
仏

の
概
要
を
規
う

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
天
台

正
依
の
経
典

で
あ
る
法
華
経
の
寿
量
品

(
大
正
大
蔵
縫
九
巻
四
三

頁
)
と
薬
王
菩
薩
本
事
晶

(同
じ
く
五
四

頁

V
と
観
世
音
菩
薩
普

門
品
(同
じ
气
E
九
頁

)
が
浄
土
教
的
思
想

が
窺
え
る
の
で
あ

つ
て
、

法
華
と
念
仏
と
が
同
体
視
さ
れ
無

二
無
別

の
関
係
が
生
じ
て
来
る

の
で
あ

つ
た
。

か
か
る
思
想
の
普
及
は
朝
は
法
華
懺

法
を
修
し
、
夕
は
弥
陀

念

仏
を
行
ず
る
と
云
う

「
朝
題
目
夕
念
仏
」

の
傾
向
が
漸
次

一
般
化

し
、
臼
常
勤
行
式
が
常
則
と
な
り
、
鎌
倉

に
於
け
る
純
正
浄
土
宗

の
起
涼
と
な
り
、
弥

陀
念
仏

一
門
の
興
起
を
形
成
す
る
遍
程
を
経

る
。

(未

完
)
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